
日本地球化学会ニュース
No．１８２

２００５．８．１５
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�２００５年度日本地球化学会年会のお知らせ�３
�２００５年度地球化学若手会開催のお知らせ
�評議員会，研連議事録
�沖縄研究奨励賞・猿橋賞候補者募集

�その他のシンポジウム，人事公募等の各種情報のお知らせ
�書評
�訃報

★☆★日本地球化学会のホームページが新しくなりました★☆★

URLアドレスは，http://www.geochem.jp/です。

より見やすく分かりやすくを目指しております。

研究助成，シンポジウム，人事公募等の各種情報は随時更新しておりますのでそちらもご覧

ください。

会員の皆さまのご意見をお待ちしております。
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２００５年度（第５２回）

日本地球化学会年会のお知らせ�３

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会

後援：琉球大学，沖縄県教育委員会

会期：２００５年９月２６日�～９月２８日�
会場：琉球大学千原キャンパス共通教育棟，大学会

館，法文学部棟（総会・学会賞受賞講演会）

（西原町千原１）

那覇空港から北東へ約１５kmにあります。バ

スで約１時間，モノレール（ゆいレール）から

タクシーに乗り継いで，約１時間です。（地図

を参照してください）

内容：課題討論，一般講演（口頭発表とポスターセッ

ション），総会，学会賞受賞講演，懇親会

日本地球化学会公開講演会：サンゴ礁が語る地球環境

日時：１０月１日� １４：００～１６：００

場所：自治会館１階ホール 那覇市外バスターミナル

すぐ

課題講演－１ 海底熱水系と熱水プルームの地球化学

課題講演－２ 縁辺海の大気・河川・海洋間の物質循

環

課題講演－３ 炭酸塩の地球化学―炭酸塩を用いて過

去から未来への地球環境変動を解読す

る―

課題講演－４ 地殻―マントル―核の物質循環と固体

地球の化学進化

一般講演会発表分野：大気／降水，岩石／地殻，鉱

床，有機物，生物，陸水，温泉／熱水，地球外物質，

海洋，堆積物，環境，その他

一般講演会発表形式：

口頭発表：討論を含め１５分。多くの人が発表できるよ

うに，１人１件といたします。２件目からは，ポス

ターセッションに申し込み願います。

口頭発表では，PCプロジェクタ１台と OHP１

台が使用可能です。口頭発表で，PCプロジェクタ

を使用する方は，ご自分のコンピューターを持参し

てください。なお，事前に正常に作動するかどうか

を試写室でお試しください。

ポスターセッション：ポスターの面積は，横８５cm×

縦１７５cm，９時～１６時，コアタイムは，１３時～１４

時。

総 会：９月２７日� １４：３０～１６：００

学会賞受賞・特別講演：９月２７日� １６：００～１８：００

懇親会：９月２７日� １８：００～２０：００

場所：琉球大学 中央食堂

参加登録費，懇親会参加費等

１．参加登録費（講演要旨集１部と送料を含む）予約

申込は２００５年９月７日まで。

会員：５，０００円，学生会員：３，０００円，会員外：

７，０００円，会員外学生：４，０００円

当日受付：会員：６，０００円，学生会員：４，０００円，

会員外：８，０００円，会員外学生：５，０００円

２．懇親会参加費：予約申込は２００５年９月７日まで

会員／会員外：５，０００円，学生会員／会員外：

３，０００円

当日：会員／会員外：６，０００円，学生会員／会員

外：４，０００円

３．講演要旨集（当日販売）：３，０００円／部（郵送の場

合：３，５００円／部）

４．参加登録費，懇親会参加費，講演要旨集代金の支

払い方法

参加申し込みをいただいた後，琉球大学生協から

請求書と専用の郵便振り替え用紙をお送りいたしま

す。所定の日時までに郵便振替にて送金してくださ

い。（郵便振替受領書をもって領収書といたしま

す。別途領収書を必要とする場合，大会当日に受付

に申し出てください）

郵便振替口座：０２０１０―９―２７４５１

加入者名：琉球大学生活協同組合

参加申込等の締切等

講演申込締切：２００５年７月６日� １４：００まで（終了）

講演要旨の締切：２００５年８月３日�１４：００まで（終了）
参加予約申込の締切：２００５年９月７日� １４：００まで

参加申込方法：参加申込は，本ニュース添付の参加予

約申込書を用いて，または，日本地球化学会ホーム

ページ（http://www.geochem.jp）あるいは，年会

ホームページ（http://w3.u-ryukyu.ac.jp/churasan/）

より，参加予約申込の仕方にアクセスして，参加予

約申込書のファイルをダウンロードして，ファック
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スで生協に申し込むか，又は E-mail（ryokou@fm

2.seikyou.ne.jp）で申し込んでください。

上記の申込書を使って，旅行・宿泊の手配を琉球

大学生協に依頼をすることができます。設定されて

いる日・便では，不都合という方は，生協までメー

ルまたは Faxにてご相談下さい。可能な範囲で対

応いたします。なお，お電話での即答は致し兼ねま

すのでご了承ください。

年会問い合わせ先

講演申込・講演要旨受付 米田成一・小林貴之

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４

E-mail: nenkai2005@geochem.jp

年会連絡先

〒９０３―０２１３ 西原町千原１

琉球大学理学部海洋自然科学科化学系

日本地球化学会２００５年会実行委員会

渡久山 章 TOKUYAMA, Akira（実行委員長）

Tel：０９８―８９５―８５２６，Fax：０９８―８９５―８５６５

E-mail: atoku@sci.u-ryukyu.ac.jp

大出 茂 OHDE, Shigeru（経理担当）

Tel：０９８―８９５―８５５９，Fax：０９８―８９５―８５６５

E-mail: sohde@sci.u-ryukyu.ac.jp

棚原 朗 TANAHARA, Akira（情報担当）

Tel：０９８―８９５―８５３０，Fax：０９８―８９５―８５６５

E-mail: tanahara@lab.u-ryukyu.ac.jp

新垣 武 ARAKAKI, Takeshi（公開講演担当）

Tel：０９８―８９３―２５９６

E-mail: takeshi@okiu.ac.jp

新垣雄光 ARAKAKI, Takemitsu（会場担当）

Tel：０９８―８９５―８５５３，Fax：０９８―８９５―８５６５

E-mail: arakakit@sci.u-ryukyu.ac.jp

琉球大学生活協同組合 年会担当係 井樋口 豊

Tel：０９８―８９５―６０８６，Fax：０９８―８９５―７７１７

E-mail: ibiguchi@fm2.seikyou.ne.jp

年会ホームページ

http://w3.u-ryukyu.ac.jp/churasan/

２００５年度地球化学若手会開催のお知らせ

来る９月３日～５日に２００５年度地球化学若手シンポ

ジウムが開催されます。

本シンポジウムは「地球化学」に関心のある若手研

究者同士の交流を目的とし，年一回開催されていま

す。

昨年・一昨年と首都圏での開催であったため，今年

度は北海道での開催となりました。

北海道は有珠郡大滝村の大自然を満喫し，地球につ

いて語り合いましょう。

詳細については地球化学若手会HP

http://wakatekai.hp.infoseek.co.jp/をご覧ください。

開催日時：２００５年９月３日 午後～５日午前（土～月）

開催場所：北海道有珠郡大滝村（千歳空港から車で９０

分）

※千歳空港から会場までは貸切バスを用意す

る予定です。

参加資格：地球化学に携わる若手であること。（人

間，死ぬまで若手です）

参 加 費：北海道内 １万円前後

北海道外 無料を予定

（千歳空港までの交通費は自己負担）

※社会人の方からは少し多めにいただくかも

しれません，ご了承ください。

発表：招待レビュー講演・口頭発表・ポスター発表

詳細は http://wakatekai.hp.infoseek.co.jp/を参照く

ださい。

日本地球化学会

２００５年度第１回評議員会議事録

日 時：２００５年２月１２日� １３：００～１７：３０

場 所：東京大学・山上会館

出席者：田中剛会長・松田准一副会長・赤木右・蒲生

俊敬・山本鋼志・鍵裕之・中井俊一・川幡穂

高・米田成一（以上幹事），北逸郎，千葉仁，

南川雅男，和田秀樹，圦本尚義，奈良岡浩，

宗林由樹，村江達士，横内陽子，河村公隆，

清水洋，長尾敬介，渡久山章，植田千秋（以

上評議員）

１．２００４年度第３回評議員会議事録の承認を行った。

２．報告事項

２．１ 庶務（山本幹事）：【科学研究費補助金】（文部科

学省）平成１６年度科学研究費補助金特別研究促進費

「データベース」交付内定通知の受領（２，５００千円，

日本地球化学会英文誌 Geochemical Journalデー

タベース，１０．８）；平成１６年度科学研究費補助金研

究成果促進費研究成果公開促進費「研究成果公開発
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表�」の実績報告書提出（１０．１３）；平成１７年度科学
研究費補助金研究成果促進費「研究成果公開発表

�」の計画調書提出（１１．１２）（１，３００千円，地球化
学公開講演会・サンゴ礁の海が語る地球環境）（日

本学術振興会）；平成１７年科学研究費補助金研究成

果公開促進費「定期刊行物」（GJ）計画調書提出

（６，９３２千円，１１．１２）；平成１６年度科学研究費補助

金研究成果公開促進費「定期刊行物」の実績報告書

提出（１．１８）。【研究助成等】２００４年代２回鳥居基金

助成は，長島一秀・則末和宏・角野浩史各会員に交

付決定；日産科学振興財団・日産科学賞（吉田尚弘

会員を推薦，９．３０）；	とうきゅう環境浄化財団
「首都圏における多摩川およびその流域の環境浄化

に関する基礎研究・応用研究・環境改善計画のため

の研究・募集」（１０．５）；
新化学発展協会「研究奨
励金者募集」（１０．５）；	日立環境財団・環境省・日
立環境賞（産総研・地質情報研究部門・地球化学研

究 G（代表：今井登会員）を推薦，１．５）。【後援・

共催等】（共催）日本質量分析学会「第５３回質量分

析総合討論会」（H１７．５．２５～２７）；
日本アイソ
トープ協会「第４２回理工学における同位元素・放射

線研究発表会（仮称）」（村松康行会員を運営委員と

して派遣）；日本粘土学会「第１３回国際粘土学会」

（H１７．８．２１～２７）；日本学術会議核科学総合研究

連絡委員会・エネルギー資源工学研究連絡委員会

「第４３回原子力総合シンポジウム」（村松康行会員

を運営委員として派遣）（H１７．５．２６～２７）。（後援）

日韓合同陸水シンポジウム（H１７．９．１６～１８）；日

本地下水学会他「第１１回地下水・土壌汚染とその防

止対策に関する研究集会」（H１７．５．１６～１８）。【庶

務その他】㈱国際文献印刷社との業務委託契約

（１０．１）；	日本学会事務センターの倒産に伴い，
破産債権届出書を破産管財人竹村葉子弁護士へ提出

（１０．１）；日本学術会議・会員推薦管理事務室なら

びに日本学術振興会・成果公開・普及係への事務局

変更の届け出（１０．１）；２００４年１０月新潟県中越地震

等の災害に関連した特別措置の知らせを配布

（１１．２４）；日本学術会議会員候補者に関する情報提

供（松久幸敬・鍵裕之・富樫茂子・鹿園直建・川幡

穂高の各会員ならびに山中高光氏，１２．１３）；田中会

長から，６名の選出の経緯の説明が行われた。清水

評議員より，１，０００を超える学術団体から約７，０００名

の会員候補者の推薦があり，その中から学術会員

２１０名が，３０名からなる選考委員会に９１名の専門委

員を含めて選出が行われる予定であるとの説明が加

えられた。	日本学会事務センターの倒産に伴う元
理事らとの「和解交渉委員会」への参加申し込み

（１．１４）；１月末日を締め切りとし，「地球化学」へ

の広告募集を行った（１．５）；学会賞各賞・鳥居基金

への推薦・応募状況（柴田賞１名，学会賞６名，奨

励賞４名，功労賞１グループ；鳥居基金（海外渡航

５名，国内研究集会３件）。【幹事会】２００５年２月５

日１３：００～第１回評議員会の議事内容について整理

した。（出席：田中・松田・鍵・中井・川幡・蒲生

・米田・山本の各幹事）

２．２ 会計（鍵幹事）：２００４年の会計が閉じられていな

い旨報告があった。

２．３ 編集

２．３．１ GJ（赤木幹事）：Geochemical Journalの出

版状況（Vol．３８No．５を１０月上旬，No．６を１月上

旬に出版，Vol．３９No．１を２月中に出版・単独発

送予定）が説明された。なお，平成１６年度には，９５

件の投稿があり，そのうち２３件受理，３０件却下，４２

件が審査中であること，平成１７年には８件の投稿が

あった旨報告された。編集委員の交代（Ferandez，

野尻両氏が降板，Evans, Godderis, Gruau, Miller,

Wehrliの５氏が新規担当）により，４２名の編集委

員の体制となった。

２．３．２ 地球化学（蒲生幹事）：地球化学の出版状況

（３８巻４号「サンゴ年輪と低緯度の海洋環境」特集

号を１２月２７日に出版，３９巻１号は原著論文２編，受

賞記念論文２編の内容で３月発行予定）が説明され

た。３８巻４号には会長声明（国際文献印刷社の事務

局の開設／連絡会費振込先／学会事務センター倒産

による正確な損害額）を掲載，併せて役員リストの

更新を行った。平成１６年度には，２９編の投稿（原著

論文１５編，受賞論文５編，総説７編，対外報告１

編，特別寄稿１編）があり，そのうち原著論文２件

却下した。原稿総数は昨年と一昨年の１３編および１９

編に比べると多い。これは二つの特集号（「サンゴ

年輪と低緯度の海洋環境」（印刷済み）と「沿岸海

底湧水の地球科学」（第３９巻，第２号の予定））を企

画したことによる。また，博士論文抄録は３篇の投

稿があり，その都度掲載した。２００４年に発行した第

３８巻１～４号の総印刷ページ数は３０２ページで，内

容は原著論文６編，総説７篇，受賞記念論文５篇，

対外報告１編，特別寄稿１篇，博士論文抄録３篇で

ある。総ページ数は，３７巻（２００３年）の１８３ページ，
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３６巻（２００２年）の１８９ページより多い。

２．３．３ ニュース・HP（米田幹事）：ニュースの出版

状況（No．１７９は地球化学 Vol．３８No．４に綴じ込み

で，１２月末に発行済み。No．１８０は１月末原稿締切，

３月発行の予定）が説明された。連絡会ニュース

No．３１は No．１７９に添付した（合同大会投稿締切２／

２１）。ニュース電子メール版は，随時送信した（前

回の評議員会後，No．４０～６２の２３回送信）。２００３年

会の講演要旨の J-STAGEでの公開について，タイ

トル変更などの校正を終え，もうすぐ公開予定。

２００４年会については現在編集中である。ホームペー

ジの英文化について，古川委員に「地球化学会と

は」（What’s GSJ？）の英訳をお願いした。現在，

この中の「学会の沿革」部分の英訳が終わってい

る。メーリングリスト（電子メール版ニュース）の

登録アドレスの更新のため，国際文献印刷社から

データの提供を受けた。新しいリストを立ち上げる

予定である。

２．４ 行事（川幡幹事）：１）本年の地球惑星科学関連

合同学会は５月２２～２６日に行われ，プログラム委員

として，鈴木・角皆・下田各会員を推薦したこと，

２）２００６年度は日本大学・文理学部（実行委員長永

井尚生会員）にて開催，事務局として東京大学海洋

研究所が全面協力をして行うこと，３）日本地球惑

星科学連合開設率準備会（第２回から第４回）で文

部科学省からの受け口としての連合会を作るための

会議経過について報告があった。連合会の組織は評

議員会（各学会長），運営委員会（会議議長＋副議

長＋７名の委員会の長）ならびに各種委員会よりな

ること，経費は合同大会の参加費を引き上げること

で賄うことが補足された。【２００５年学会について】

（渡久山評議員）２００５年地球化学会年会は９月２８～

３０日の予定，１０月１日に市民講演会の予定であり，

教室使用料（約５５万円）を琉球大学側に補助申請中

である旨報告された。【Goldschmidt 2005】（田中

会長）松田副会長が参加し，GJ賞の授与を行う。

また，日本地球化学会のブースを設置し，広く宣伝

を行う予定であることが報告された。【２００４年学会

について】（和田評議員）講演数２８４，口頭発表

１６５，ポスター１１３件，参加者３３７名があり，J-stage

を含めて特に大きな問題なく終了した旨報告があっ

た。

２．５ 各種委員会：【将来計画委員会】（松田副会長）

１）パンフレット作成について，２）HPの充実な

らびに国外会員の権利について，３）若手会員・シ

ニア会員の特典について，４）アジア地域の連携に

ついて，活発な議論が行われたことが報告された。

将来計画委員会からの提案事項をまとめて，次回の

評議員会において議論することとした。

２．６【研連報告】第１９期第４回地球化学・宇宙科学研

連議事録（案）の報告（清水評議員）「アジア地域

における地球化学・宇宙化学の連携」および「地球

化学における環境学」に関するアンケートを集計中

であること，集計結果について地球化学のニュース

に掲載の予定であること，の報告があった。第１９期

第５回海洋科学研連議事録（案）の報告（蒲生評議

員）地球化学の関わる大きなプロジェクト（SOLAS

大気海洋間の物質交換；Geotraces海水中の微量元

素・同位体による海水・物質循環）が国際的な評価

を受けつつあるとの報告があった。また，「時限つ

き分科細目の設定」の依頼を受けて細目「海洋環境

学」を申請中である。第１９期第３回惑星科学研連議

事録（案）の報告（圦本評議員）科研費細目問題と

SPring―８課金について議論がなされた。第１９期第

３回陸水専門委員会の報告；第１９期第４回鉱物学研

連議事録（案）の報告（千葉評議員）IMA-Kobeの

準備等が議論された。【その他】なし。

２．７ 連絡会等【地学教育委員会】合同大会における

「新しい地学教育の試み－２ 学習指導要領を考え

る」において，瀧上・高江洲両委員が講演をするこ

とが報告された。

３．審議事項

３．１ 地球化学講座の割引販売について

培風館では，地球化学講座既刊の第３巻と新刊の

第４巻，第６巻をあわせて，会員２割引販売を企画

している。一括して郵送すると割安になるが，冊子

により重さが異なるので，あらかじめ郵送料を設定

する事ができない。郵パックの着払いか，最軽量の

冊子の郵送料に設定し，発送差額分を地球化学会が

補填するか，どちらかの方策が考えられる。後者の

場合には学会が差額を培風館に補填することを了承

した。

３．２ 平成１６年７～１２月の会員の異動について（７月

１日～１２月３１日）

以下の会員の異動を承認した。

【入会】

正会員

９２８２３３３ 西岡 純 ニシオカジュン
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正会員 （一般正会員）（学生）（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （在外）

２００４．６．３０ ９６５ （８４７） （１２２） （１１） １３ １３ １００６ ４１

入会 （１） （４） ５

退会 （－１７） （－１） －１ －１９ －１

除名 （－１７） （－８） －２５ －９

変更 （２） （－３） （１） ２

２００４．１２．３１ ９４２ （８１６） （１１５） （１１） １３ １３ ９６７ ３３

	電力中央研究所
学生会員

２２８２３２９ 石村豊穂 イシムラトヨホ

北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学

専攻

９２８２３３１ 早津岳宏 ハヤツタケヒロ

上智大学大学院理工学研究科化学専攻無機

化学研究室

６２８２３３２ 入澤啓太 イリサワケイタ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻

９２８２３３２ 石飛智稔 イシトビミノル

奈良教育大学大学院教育学研究科

【退会】

正会員

１２８１４７９ 熊谷 哲 ３２８１９４７ 緑川 貴

６２８１４６３ 細江守一 ０２８０４７７ 佐野方昴

０２８１０３４ 倉田隆喜 ９２８０１３９ 池田長生

１２８０９０８ 櫻本勇治 ３２８１１８５ 玉利祐三

４２８０５３２ 正路徹也 ４２８１８９８ 大場忠道

６２８１０３２ 河原利幸 ２２８１１６０ 田中久雄

３２８０１９７ 金森暢子 ６２８０１９６ 金森 悟

６２８０４１９ 大沢眞澄 ０２８０３３６ 村山治太

現在シニア会員の資格を検討中であるので，シニア

会員の新規規定に当てはまる上記退会会員の復帰は特

例として復帰を認める可能性を残すこととした。

在外会員

２２８１８４７ DRAGUSANU, CRISTIAN

シニア会員

９２８０４５２ 岡部史郎

賛助会員

８２８０９５４ 東京電力㈱ 総務課

【変更】

９２８１９８９ 八十島光子 学生会員から一般会員

２２８０５４７ 杉崎隆一 一般会員からシニア会員

９２８２１０４ 山口善敬 学生会員から一般会員

８２８１５００ 木多紀子 一般会員から在外一般会員

５２８１９４３ Michiyo Kawai（川合美千代）

学生会員から在外一般会員

２００４年１２月３１日現在の会員数

３．３ 地球化学の販売価格について

山本庶務幹事から一冊２，０００円で販売するとの提

案を受け，議論を行ったが，テラ出版がセット

６，０００円で販売しているため一冊１，５００円で販売とす

ることに決定した。

３．４ 地球化学・Geochemical Journal製本保管につ

いて

山本庶務幹事から「Geochemical Journalのバッ

クナンバーの製本は１冊を国際文献印刷に，

No．１５０までのニュースは３冊を作り国際文献・

ニュース幹事・庶務幹事が保管，合冊前の地球化学

は２セットを国際文献と地球化学編集幹事が保管，

合冊後の地球化学は４セットを国際文献・ニュース

幹事・庶務幹事ならびに地球化学編集委員長が保管

する。」との提案を受け，承認した。

３．５ パンフレット作成について

将来計画委員会において議論された「日本語・英

語版パンフレット」作成に関して議論を行い，１０万

円程度を上限として，作成を承認した。さらに費用

がかかる場合には，改めて評議員会にて議論を行う

こととした。

３．６ 選挙管理委員会について

選挙管理委員長には鍵評議員，委員として米田・

長尾評議員にお願いすることとした。投票の締め切

りは８月末，投票用紙の発送は７月，評議員推薦依

頼は地球化学 No．２に掲載し６月末を締め切りと

する。この締め切りに間に合わせるために，５月末

には名簿号の発行をめざすこととした。在外会員の

選挙権については，現在見直し中であるため次回ま

でに明文化することとし，今回は従来同様に被選挙

権・選挙権を認めないこととして実施することにし

た。

３．７ 日本地球惑星科学連合への参加について

日本地球惑星科学連合規約について議論を行っ

た。地球化学会選出委員として，川幡穂高・清水

洋・海老原充評議員を推薦することとした。

３．８ 科研費審査員候補者推薦選挙

投票の結果，【固体地球化学】鍵裕之（９票），松
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田准一（８票），長尾敬介・中井俊一（７票），清水

洋・海老原充（６票），山本鋼志・田中剛（５票）。

【大気水圏生物圏地球化学】河村公隆（１０票），蒲

生俊敬（７票），植松光夫（６票），南川雅男（５

票），千葉仁・川幡穂高・角皆潤（３票），佐野有

司・田上英一郎・増澤敏行・坂田将・山本鋼志（２

票）という結果になった（敬称略）。得票数が同数

の場合には若い人から推薦を行うこととした。固体

地球化学で，上記の人で既に推薦されている人が多

く５名に達しない場合には，両分野で得票している

高橋嘉夫・和田秀樹会員を推薦することとした。

３．９ GJ賞について

赤木 GJ編集委員長から，GJ賞候補として

「Oxygen and carbon isotopic ratios of tree-ring

cellulose in a conifer-hardwood mixed forest in

northern Japan, pp. 77―88」の著者である Nakat-

suka, Ohnishi, Hara, Sumida, Mitsuishi, Kurita &

Uemuraの提案があり承認した。本来，各賞選考

委員会を経て提案されるべき議題であるが，２月末

がゴールドシュミット２００５のプログラムに載せるた

めの報告期限であるため，本提案をもって承認し

た。

４．今後の評議員会・幹事会の予定

・２００５年度第２回幹事会：６月４日� １３時から山上

会館

・２００５年度第２回評議員会：６月１１日� １３時から山

上会館

・２００５年度第３回評議員会：９月２７日� 予定

・新旧合同評議員会：９月３０日� 夕刻から 予定

第１９期海洋科学研究連絡委員会（第６回）

議事録

日 時：平成１７年２月２１日� １４時～１７時

出席者：谷口旭，蒲生俊敬，植松光夫，中田薫，山口

征矢，伊藤絹子，前田明夫，松山優治，川辺

正樹，灘岡和夫，友定彰，古谷研

欠席者：北村佳照，磯部稔，寺崎誠，高橋正征，松田

治，徐垣，竹内謙介，新野宏，佐藤義夫，池

田元美

場 所：日本学術会議 第６部会議室

前回議事録について

事前にメールで回覧し，必要な修正を施してあっ

た，第５回海洋科学研究連絡委員会（平成１６年１１月８

日開催）の議事録案を承認した。

Ⅰ．報告事項

１．日本学術会議の最近の動向について

日本学術会議の最近の動向について，以下に示す

内容の報告があった。

� 日本学術会議会員候補者選考委員会関係（谷口委

員長）

会員候補者の情報提供についての速報版が公表さ

れ，提供機関件数は１，０５８件提提供人数は６，７５１人で

ある。また，日本学術会議会員候補者選考委員会委

員名簿（３０名）と日本学術会議会員候補者選考委員

会専門委員名簿（９０名）もすでに公表されている。

 日本学術会議の新しい体制のあり方に関する懇談

会（谷口委員長）

ここにおいて検討されている項目は，１）政策提

言機能発揮のあり方について，２）学術団体との連

携のあり方について，３）国際交流活動のあり方に

ついて，４）連携会員の職務，任期等，選考方法な

ど，５）常置及び臨時の委員会の役割，編成，構成

など，６）幹事会への権限委任事項である。

� 事務局の再編について（谷口委員長）

基本的考えかたとしては，管理部門の体制を圧縮

し，企画立案機能，審議支援機能，国際交流機能を

充実することとしている。また，課題別委員会（仮

称）の審議支援機能を強化するため，大学など研究

機関，シンクタンクなどからの研究者（科学者）の

登用も予定されている。

� 国際交流に関するアンケートについて（川辺委

員）

国際学協会への対応を行っている研連に対し，標

記アンケートが昨年末に実施された。地球物理学研

連では，国際対応・交流は研究活動の一部であり，

分野ごとの対応のしかたにも特色があるので，全て

を副会長所掌に集約するのは無理であり，現行のよ

うに個別の委員会で対応すべきであるという意見を

提出した。なお，地球物理学研連とともに，国際学

協会に対応している７つの傘下研連・専門委員会か

らもアンケートに回答した。

� 水関連拡大委員会について（川辺委員）

第２０期学術会議での水に関する課題別委員会の設

置をめざし，標記委員会では８つの課題を学術会議

に提出することにした。４月末までに説明の文案を

作成し，その後学術会議事務局に提出する予定であ
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る。

２．内外の関連機関組織からの報告について

� SCOR関連（谷口委員長）

SCOR関連の最近の動向について報告があった。

１）今年のワーキンググループの提案受付について

毎年，２～３件が採択されているので，提案し

てほしい。締め切りは４月１５日である。（後に４

月末に延期された）

２）第３７回執行理事会の開催について

オーストラリアのケアンズにおいて開催予定で

あり，nominated membersである池田委員，蒲

生委員，谷口委員長以外の人の参加も可能であ

る。なお，蒲生委員の代表派遣旅費の採択が内定

している。

３）SCOR分担金について

ICSUの方針により分担金の額が１％上がる

が，カテゴリーⅠ，Ⅱ，Ⅲの額は据え置かれる。

日本はカテゴリーⅤにあるので，分担増に見合っ

た予算措置を日本学術会議に申請しなければなら

ない（申請済み）。

 POGOについて（谷口委員長）

POGO（Partnership for Observation of the

Global Oceans）は国際的な海洋調査機関の連盟で

あるが，日本で加入しているのは JAMSTECだけ

である。インド洋，南大西洋などはデータが少ない

ので，それに面した国の研究調査や研究者育成に力

をいれる計画である。日本財団は POGOの事業に

大きな資金援助をしており，高い評価を受けてい

る。科学者個人も，POGOのホームページを参考

にして，研究者育成などで貢献してほしい旨の報告

があった。

� SOLAS関連（植松委員）

今年８月にコルシカで SOLAS Summer School

が開催される予定であること，１月２０～２１日に国内

の SOLAS小委員会が開催されて，わが国が実施す

べき研究計画などについて検討したことが報告され

た。その際，SOLASに限らず，わが国における国

際共同および大型海洋科学研究計画立案を検討する

委員会ないし組織の必要性が強く認識されたので，

本研連のような委員会等を引き続き設けるよう新生

学術会議へ文書によって引き継ぐことが提案され，

それを承認した。

� GEOTRACESについて（蒲生委員）

GEOTRACES（ジオトレイシス：海洋の微量元

素・同位体による生物地球化学研究）計画が，

SCORの国際大型プログラムとしてスタートし，

サイエンスプラン立案の最終段階に至った。それ

は，１）海洋環境のインターフェースにおける化学

過程，２）海の中でおきている化学過程（生物ポン

プなど），３）それらに時間軸を加えての解析（古

環境 proxyなど）という３本にそって進められる

予定であることが報告された。なお，国内における

GEOTRACES計画の進め方と国際連携のあり方を

議論するために，本研究連絡委員会の下に「GE-

OTRACES小委員会」を招集申請することが提案

され，了承された。

� 東京大学海洋研究所研究船共同利用運営委員会関

連（山口委員）

１）学術研究船白鳳丸・淡青丸の共同利用研究応

募・採択状況の報告，および両船の平成

１７年度運航予定について提案があり了承され

た。

２）淡青丸の代船建造について基本構想の説明が

あった。代船は２，０００t規模が想定されており，

今後WGで検討を進めていくことになった。

� 長崎大学の新船について（松山委員）

長崎大学では鶴洋丸，鶴水の２船を廃船し，新た

に約１７０tの新船が２月に竣工式を終えたこと，広

島大学の代船建造の概算要求が認められたことの報

告があった。しかし，練習船の代船建造関連の予算

が厳しい状況にあると紹介された。

� 海洋観測士と JABEEについて（山口委員，松山

委員）

東京海洋大学では，１７年度卒業生から海洋観測士

の称号認定単位（大学認定）を設けることが報告さ

れた。JABEEはすでに海洋大海洋科学部（旧東京

水産大学プログラム），長崎大で始まっており，教

育改善という意味でよい効果を生んでいるので，海

洋観測士の認証制度もよい効果をもたらすと期待さ

れている。

以上の審議終了後，海洋科学関係の研究のあり方に

ついての自由に意見交換を行った。

次回委員会開催の予定は６月１３日である。
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第１９期第６回地球化学・

宇宙化学研究連絡委員会議事録

日 時：２００５年６月１０日� １３：３０～１６：００

場 所：日本学術会議第６部会議室（６階）

出席者：山中高光（会員），海老原充（地球化学），佐

野有司（地球化学），清水洋（地球化学），下

山晃（化学），鈴木徳行（地質），長尾敬介

（地球化学），中村栄三（岩鉱）

欠席者：蒲生俊敬（地球化学），留岡和重（鉱物），平

原和朗（地球物理研連）

報告事項

１．学術会議関係

� 第１４４回総会報告（平成１７年４月１８～２０日開催）

（山中会員）

�i 学術会議声明「日本の科学技術政策の要諦」

�ii 対外報告「科学技術基本計画における重要課題

に冠する提言」の科学技術政策担当大臣への手交

�iii 部・委員会報告の外部への発表（第４部報告

「先端的大型研究施設での全国共同研究の在り

方」（提言）を含む）

�iv 国内・国際会議後援（地球惑星科学関連学会合

同大会を含む）

�v 運営審議会付置各種委員会報告（科学技術基本

計画レビュウ委員会報告を含む）

�vi 常置委員会報告

�vii 特別委員会報告

�viii 各研連報告（１７９研連からの報告）

 第４部会報告（平成１７日４月１８～２０日開催）（山

中会員）

�i ８つの対外報告（案）が審議され，最終的に地

物研連からの「２１世紀の地球電磁気学」が推薦さ

れた。

� 第６回「日本学術会議の新しい体制の在り方に関

する懇談会」（平成１７年４月１８日）（山中会員）

平成１７年１０月１日発足の新しい学術会議の体制に

ついてこれまで６回議論され，平成１７年８月下旬に

開催される総会で最終的に決定される予定。

� １４４回総会に向けて研連報告を本年３月末に提出

した。清水委員長）

２．その他

� 「第３期科学技術基本計画の「５つの戦略」」につ

いて（山中会員）

平成１８年度から向こう５カ年の基本方針として平

成１７年４月に文科省が発表した標記内容について資

料をもとに説明があった。

 国際学術団体との対応について（清水委員長）

�i 本年度の Goldschmidt Conference（米，アイ

ダホ州）開催に対して，日本地球化学会から分担

金が支払われた。来年度開催に関しても，同様の

処置がとられる予定。

審議事項

１．「アジア地域における地球化学・宇宙化学の連

携」及び「地球化学における環境学」に関するアン

ケートの取り扱いについて

委員会の「審議経過」という形で公表する方向

で，第４部部会長と協議する予定。また，日本地球

化学会の会誌「地球化学」においても掲載予定。

２．今期のまとめ

資料を基に，第１９期の活動概況を確認した。

その他

１．次回の委員会の日程について

次回の委員会は開催しないことで合意した。しか

し，８月末に開催される予定の総会の内容によって

は開催することもあり得ることを確認した。

平成１７年度（第２７回）沖縄研究奨励賞推薦

下記のように沖縄協会から「平成１７年度（第２７回）

沖縄研究奨励賞」推薦依頼が学会宛に届いておりま

す。

応募されます方は，平成１７年７月５日までに，庶務

幹事・山本鋼志（shomu@geochem.jp）まで御連絡下

さい。

応募用紙をお送り致します。

賞に関する詳細は，http://homepage3.nifty.com/ok-

inawakyoukai/をご覧下さい。

庶務幹事・山本鋼志

記

１．推薦応募開始：平成１７年７月１５日（当日消印から

有効）

２．推薦応募締切：平成１７年９月３０日（当日消印まで

有効）

３．記者発表：平成１７年１２月９日

４．贈呈式・受賞記念講演及び祝賀会
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平成１８年１月１９日

パシフィックホテル沖縄（那覇市）で開催

［応募書類の送付先及びお問い合わせ］

〒１００―００１３ 東京都千代田区霞が関３―６―１５

グローリアビル ７F

	沖縄協会「沖縄研究奨励賞」担当：山岸貴生
Tel：０３―３５８０―０６４１，Fax：０３―３５９７―５８５４

HP: http://homepage3.nifty.com/okinawakyoukai/

E-mail: fvgm0090@mb.infoweb.ne.jp

２００５年度女性科学者に明るい未来をの会

「猿橋賞」候補者募集

女性科学者に明るい未来をの会より，「猿橋賞」候

補者の推薦を依頼します。下記の要領で応募して下さ

い。募集内容，応募用紙などは各学会事務局に送付し

てありますが，電子メールでお申出頂ければ，様式を

添付ファイルでお送りします。また，http://www.

saruhashi.net/からもダウンロードできます。

１）対象：推薦締切日に５０才未満で，自然科学の分野

で，顕著な研究業績を収めた女性科学者

２）表彰内容：賞状，副賞として賞金３０万円，毎年１

件（１名）

３）締切日：２００５年１１月３０日

４）応募方法：所定の用紙に受賞候補者の推薦対象と

なる研究題目，推薦理由（８００字程度），略歴，推薦

者（個人・団体），及び主な業績リストを記入し

て，主な論文別刷１０編程度（２部ずつ，コピーも

可）を添え，５）の送付先までお送り下さい。

５）推薦書類送付先：

〒１００―０００５ 千代田区丸の内１―４―３

UFJ信託銀行リテール総括部

女性自然科学者研究支援基金 江川康治

（封筒には，「猿橋賞推薦書類」と明記して下さい。

書類は，猿橋賞選考のために選考委員会などで用い

られます。書類は返却いたしませんのでご了承下さ

い）

６）問合せ先：saruhashi2005@saruhashi.net

北海道大学大学院理学研究科

地球惑星科学専攻教員公募

１．職種・人員・専攻分野

地球惑星物質圏科学講座 助手 １名

専攻分野：岩石学および火山学。地質学的，岩石

学的，地球化学的あるいは実験的手法で，火山・噴

火およびマグマの研究・教育を行える人。

２．応募資格：博士号を取得していること

３．着任予定時期：採用決定後，できるだけはやく

４．応募書類

イ）履歴書（内外の学会活動，受賞歴，企画・参加

した（進行中も含む）プロジェクト研究歴，各種

研究費受領歴なども記載すること）

ロ）これまでの研究経過（２，０００字程度）

ハ）研究業績目録（和文のものは和文で表記するこ

と）

A．査読のある原著論文

B．査読のない論文，総説など

C．著書

D．解説，報告などその他の出版物で特に参考に

なるもの

ニ）主な原著論文の別刷または著書５篇以内（複写

可）

ホ）今後の教育・研究の計画・抱負（２，０００字程度）

ヘ）応募者について照会が可能な方２名の氏名と連

絡先

５．応募締め切り：２００５年９月１２日� 必着

封筒の表に「教員公募関係」と朱書し，簡易書留

にて郵送すること。

また，公募書類中の第１ページに応募先講座名・

職種を明記すること。

６．書類の送付先及び問い合わせ先：

〒０６０―０８１０ 札幌市北区北１０条西８丁目

北海道大学 大学院理学研究科地球惑星科学専攻

中川光弘

Tel：０１１―７０６―３５２０（ダイアル・イン）

Fax：０１１―７４６―０３９４

E-mail: nakagawa@ep.sci.hokudai.ac.jp

地球惑星科学専攻教員構成（２００５年５月２７日現在）

地球惑星物質圏科学講座

教 授：藤野清志，小笹隆司，中川光弘，圦本尚義

助教授：新井田清信，橋元明彦，角皆潤，永井隆哉

講 師：三浦裕行

助 手：中川書子（本公募）

地球惑星進化科学講座

教 授：岡田尚武，鈴木徳行，竹下徹

助教授：川村信人，西弘嗣，阿波根直一

― 11 ―



講 師：沢田健，渡邊剛

助 手：岩田圭示，前田仁一郎

地球惑星流体科学講座

教 授：渡部重十，林祥介，見延庄士郎

助教授：知北和久，倉本圭

講 師：遊馬芳雄

助 手：小高正嗣

地球惑星物理科学講座

教 授：小山順二，蓬田清，池田隆司，日置幸介

助教授：森谷武男，笹谷努，前田亟

助 手：吉澤和範

地震火山研究観測センター（協力講座）

教 授：笠原稔，岡田弘，茂木透

助教授：高波鐵夫，大島弘光，谷岡勇市郎，橋本武志

助 手：勝俣啓，高橋浩晃，村井芳夫，森済，西村

裕一，青山裕

総合博物館（教育協力）

教 授：松枝大治

助 手：小林快次

なお，教育・研究にあたっては上記の講座制にかか

わらず，研究室・グループ制で運営されており，その

構成は変更が可能です。また全教官は，大学院教育の

ほか，全学教育・学部教育も担当しています。

理学研究科では平成１８年度に改組を計画しており，

地球惑星科学専攻もその対象となります。

岡山大学地球物質研究センター教員公募

１．公募の職種及び人員

助教授または助手 ２名

２．研究分野

地球化学，宇宙化学，岩石学

地球・惑星の起源，進化及びダイナミクスを地

球・宇宙化学的ならびに岩石学的な手法を用いて解

析する。

当センターの研究者と協力して上記分野及び関連

する分野における斬新な研究を行うとともに，大学

院生の教育にも積極的に参加し，新しい研究領域を

開拓する意欲的な方を歓迎する。

当センターは，基礎地球科学の全国共同利用研究

機関であるだけでなく，本年４月１日から「地球物

質科学研究センター」へ改組することにより，国際

共同研究を実施しやすい体制を構築しつつある。ま

た，平成１５年度には２１世紀 COEプログラムの実施

機関としてセンター単独で選定され，国際的教育研

究拠点の形成を目指している。従って，当研究セン

ターの研究者には，国内外の研究者と共同研究を行

うための支援業務が要請されていると同時に，それ

に積極的に参加することも期待されている。

３．資格及び応募条件

博士の学位を有すること。また，表面電離型質量

分析計，安定同位体用質量分析計，誘導結合プラズ

マ質量分析計，二次イオン質量分析計，透過型電子

顕微鏡，電子線プローブマイクロアナライザー等を

用いた地球及び地球外物質の元素定量分析，高精度

同位体分析，極微細組織解析等を経験し，研究目的

にあった分析技術の開発を行う意欲を有することが

望ましい。さらに，高精度分析の結果に基づいて，

他分野の科学者と協力しつつ新しい地球宇宙化学の

建設に意欲的な人を望んでいる。

４．公募締切

平成１７年８月３１日� 必着

５．着任時期

決定後なるべく早い時期を希望する。

６．提出書類

� 応募の場合

�履歴書
�業績リスト及び主要論文の別刷（５編以内）
�これまでの研究内容及び今後の研究計画・抱負書
（各２，０００字程度）

�応募者について意見を求めることのできる方２名
の氏名，所属及び連絡先（事前に応募することに

関して了承を得ていること）

 推薦の場合

�推薦書（推薦者以外の者による意見書１通を添付
のこと）

�履歴書
�業績リスト及び主要論文の別刷（５編以内）

７．問い合わせ先

岡山大学地球物質科学研究センター

分析地球化学部門 中村栄三

Tel：０８５８―４３―３７４５（直通）

Fax：０８５８―４３―２１８４（事務室）

E-mail: eizonak@misasa.okayama-u.ac.jp

ホームページ http://www.misasa.okayama-u.ac.jp/

８．書類送付先

〒６８２―０１９３ 鳥取県東伯郡三朝町山田８２７

岡山大学地球物質科学研究センター長
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中村栄三 宛

「教員公募書類在中」と朱書きの上，書留で郵送

のこと

Tel：０８５８―４３―１２１５（代表）

E-mail: eee0502@adm.okayama-u.ac.jp

９．選考方法

岡山大学地球物質科学研究センター教授会で審査

し，同運営委員会の了承を得て決定する。

書 評

「放射化学」（Radiochemistry and Nuclear Chemis-

try, Third Edition）

ショパン・リルゼンツィン・リュードベリ

（Gregory R. Choppin, Jan-Olov Liljenzin, Jan

Rydberg著）

訳者代表 柴田誠一

A５判，８０４ページ，上製

定価１８，９００円（本体１８，０００円）

発行 丸善株式会社 ２００５年１月

ISBN４―６２１―０７５１１―X C３０４０

ウランの自然放射能の発見が，原子の内部構造を解

明するきっかけとなり，隕石の宇宙元素存在度の概念

が，宇宙における元素合成とその進化の研究に重要な

役割を果たしたことで知られるように，地球宇宙科学

と核科学とは密接に関係してきた。世界的な核関連研

究の後退の中で，核科学はかっての輝きを失っている

が，理工学の諸々の分野でその基礎の重要な一部を構

成していることには変わりはない。本書を読むと，地

球宇宙科学分野の基礎として核科学が深くかかわって

いるのがよくわかる。

本書の原版は１９８０年以来２０数年にわたって放射化

学，核化学の教科書として親しまれてきたショパンら

による“Radiochemistry and Nuclear Chemistry”

の第三版の日本語版である。核科学を化学的な側面か

ら研究するのが放射化学・核化学で，専門家間では区

別されるが，日本語版では「放射化学」の名称で統一

されている。本版は，全体を通して「放射化学」の基

礎と応用を丁寧に解説した優れた教科書である。応用

に関しても，それぞれ具体例を挙げて原理や仕組みが

丁寧に書かれていて，知識より考え方を重視する内容

となっている。また練習問題もテキストの内容をよく

理解できるように工夫されている。訳者は柴田誠一氏

を訳者代表とする，この分野を代表する研究者群で構

成され，それぞれの得意分野を担当することで，翻訳

にありがちな専門用語の混乱を避けたという。実際に

読んでみて，高度な内容を含みながらも難解さをあま

り感じさせない文章となっている。

全体の内容は第１章の「核科学の起源」に始まり，

２２章にわたって放射化学の基礎と応用について纏めら

れている。第２章以下は，「原子核・同位体・同位体

分離」，「原子核の質量と安定性」，「不安定核と放射壊

変」，「天然放射性核種」，「放射線の吸収」，「物質と放

射線の相互作用」，「検出と測定の方法」，「放射性ト

レーサーの利用」，「宇宙線と素粒子」，「核構造」，「核

反応のエネルギー論」，「粒子加速器」，「核反応の機構

とモデル」，「放射性核種の製造」，「超ウラン元素」，

「熱核反応：始まりと未来」，「放射線生物学と放射線

防護」，「原子力の基礎」，「原子炉」，「核燃料サイク

ル」，「環境中における放射性核種の挙動」となってい

る。放射化学の教科書であるため各章のタイトルから

地球化学のかかわり方を見出し難いが，以下に読者の

ために簡単な紹介をする。

第１章は，地球化学が２０世紀の科学を先導した核科

学の研究に密接に関わってきた経緯を読み取れるであ

ろう。第２章では同位体地球科学の基礎となる同位体

や同位体効果について，第５章では，宇宙線生成核種

や年代測定のテーマを含む天然放射性核種について，

第１７章で宇宙における元素合成の問題が，第２１章で核

燃料サイクルと高レベル廃棄物最終処理，第２２章で放

射性核種と環境問題がそれぞれ主題としてとして扱わ

れている。また，第９章では，放射化分析や環境ト

レーサーなどへの利用が取り扱われている。以上の章

では地球科学の内容に関連した応用問題も数多く採用

され，内容をより深く理解するうえで有効であろう。

以上のように本書は放射化学の教科書ではあるが，

地球科学に関わる事項を多く含んでいて，原子力に関

わる学生・院生の教科書としてはもちろん，一般の地

球科学に携わる学生や研究者が座右においてハンド

ブックや辞書代わりに用いるのに適した教科書であ

る。またここに書かれた内容は，核科学全体を広く俯

瞰し，我々の生活に関連した応用も幅広く取り上げて

いるので，読み物，あるいは教養書としても楽しむこ

ともできる。

（国立歴史民族博物館 今村峯雄）

「海と湖の化学―微量元素で探る」

監修：藤永太一郎 編集：宗林由樹・一色健司
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５６０ページ 京都大学学術出版会

２００５年３月２５日発行 ４，０００円

評者は本書の２４名に亘る京都大学理学部およびその

学派（以下京都学派）に属する執筆者の内，９名と観

測航海や同じ研究室で一緒に仕事をしてきた経験があ

る。そして，ことあるたびに彼らの海洋観測や分析に

関するテクニックの高さに感嘆させられてきた。その

ような彼らの研究成果の集大成とも言える本書は，期

待に違わず大変興味深いものに仕上がっている。

本書は，地球に関する概要に関する序から始まり，

微量元素をキーワードとした海と湖の化学のトピック

スに関する第Ⅰ部（「海と湖の化学」），そして第Ⅰ部

の議論の土台となった微量元素のデータを得るために

必要な分析手法に関する第Ⅱ部（「水圏微量元素の分

析化学」）と続く。序に関しては，短いような印象も

受けるがポイントはおさえており，教科書として用い

ることを十分意識していることを伺わせる。また，記

号・略語のリストが序の前にあること，専門家にとっ

てもわかりにくい或いは混同しやすい用語について脚

注が全般的に充実していることは，高く評価されるべ

き点である。

第Ⅰ部は５章から構成されており，最初の４章が海

洋に関するもので最終章が湖に関するものである。海

洋に関する章は，オーソドックスに「１．海水の化

学」から始まり，次に「２．海洋堆積物の化学」，

「３．海洋生物と微量元素」，最後に「４．海底熱水

と海底湧水の化学」という流れとなっている。

「１．海水の化学」の導入部においては海洋化学の

基礎が述べられているが，途中から京都学派のこれま

での研究成果がわかりやすく記されている。ただ，専

門家以外には，両者の境界がいささか分かりにくく思

われるので，構成に一工夫欲しいところである。この

章には，世界に名だたる京都学派の海水中の鉄の研究

に関する記述もあり興味深く読んだ。鉄に関しては，

生物との関係で「３．海洋生物と微量元素」にも取り

上げられており，この二つを読めば海洋の鉄に関する

研究の勘所が十分掴めるように思われる。また，海水

中のハフニウムとタンタルの濃度に関する最新の成果

について述べられている点も，大変評価できる。

「４．海底熱水と海底湧水の化学」については，その

背景から丁寧に記述されており初心者の理解の助けと

なるであろう。また，「５．湖の化学」は京都学派の

ホームグラウンドともいえる琵琶湖に関する研究に紙

数の大半を割いている。

第Ⅱ部には分析化学に造詣に深い京都学派でなけれ

ば記すことの出来ない内容がふんだんに盛り込まれて

いる。全体的に分析に関するかなり詳細な部分まで触

れられており，専門家レベルでも参考になる内容であ

る。

第Ⅱ部は１２章からなっており，１．共同沈殿法，

２．固相抽出法，３．電気化学分析法，４．比色法に

よる現場簡易水質分析法，５．蛍光光度法，６．蛍光

X線分析法，７．放射化分析法，と並んだあとに，

８．クリーン技術，を挟んで，以下９．多元素同時分

析法，１０．化学種別分析法，１１．船上分析法，１２．テ

レケミストリー法，と続く。こうした章立てについて

編者らは１から７は比較的早くから研究がなされてい

た手法を取り上げ，次に水圏分析化学に革新をもたら

した８，そして最新且つ先端の研究について９から１２

で取り上げたと述べている。これは，これでバランス

的に大変良いことは理解できるが，２において海水中

の鉄やその他の微量元素の分析の際に大活躍したク

リーンなキレート吸着剤（MAF―８HQ）を取り上げ

ており，完全に時系列的にトッピクスを並べている訳

ではない。従って，クリーン技術を導入部におくよう

な章立てでまとめた方が，教科書としては方向性が明

確であったように思われる。

以上，多少批判めいたことも述べたが，内容の充実

ぶりから考え本書は海洋や陸水の研究に従事する研究

者や学生にとって必携のアイテムといえよう。ただ，

教科書としては，ボリューム的にやや大きすぎる感は

否めないように思われる。この内容をさらに絞り込

み，最新の成果をコンパクトにまとめたものを読んで

みたいというのは欲が深すぎるだろうか。

追記：この書評脱稿直前に，執筆者の一人である名

古屋大学大学院増澤敏行教授が急逝された。慎んで御

冥福をお祈りする。

（天川裕史）

「随想録 われらは星の子」

著者：松久幸敬

出版社：三恵社 B５版２１１p

定価：１，８９０円 税込み）

ISBN４―８８３６１―３２８―３

この本は，前に Geochemical Journalの編集長で

もあり日本地球化学会の会長でもあった松久さんが定
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年退職された後，２００４年の夏から今年の春にかけて書

かれた隨筆を集めたものである。研究人生で知り合わ

れた人々のエピソード，学会や研究で世界各地に行か

れた時のこと，また身近な自然科学の話などについて

の５４編の話題があり，付録に「創世記訳注」がついて

いる。私は，松久さんから Geochemical Journalの

編集長を引き継ぎ，倉敷でのゴールドシュミットコン

ファレンスでもお手伝いさせていただいたが，思えば

これまで仕事の関係だけで，あまり個人的なお話をし

たことがなかった。美術や音楽に造詣が深いというこ

とはぼんやりとは感じていたが，この本を読んであら

ためてなるほどと納得するところがあった。

最初にあるのは，セガンティーニ美術館の話題であ

る。倉敷の一年前，スイスのダボスでゴールドシュ

ミットコンファレンスがあった時，松久さんがサンモ

リッツを訪れたことは聞いていたが，これを読むと松

久さんがいかに彼の絵に思い入れがあったのかがわ

かった。音楽の話題もよく出てくる。松久さんの趣味

が山登りだったのも初めて知ったが，一緒によく山登

りをされた亡くなった弟さんへの暖かい思いやりが感

じられる。また，英語など語学の話もよく出てきて，

松久さんはなるほどそれで英語が上手なのだとも納得

した。酒井先生やシカゴ大のクレイトン先生，マエダ

さんなど，これまで出会われた人々との交流の話も面

白い。これらの研究者の研究に対する姿勢や普段の生

活の様子などは若い人にも多いに刺激になるのではな

いだろうか。シカゴ時代の話もよく出てくるが，同じ

くシカゴ大でポスドクをしていた私は，特に懐かしい

思いがした。やはり若い時に外国で雑用に惑わされる

ことなく研究に没頭できるという体験は，大変貴重で

あり，それだけ印象も深い。

この本は一般の社会の人を対象に書かれているが，

地球化学会の会員が読んでも十分楽しい本だと思う。

本を読んでいて，不思議な感覚を持った。なぜだろ

うと考えてみると，文章だけで図が一枚もないのであ

る。一般に，世界各地でのエピソードなど書いてある

この種の本では，その時の写真などがはめ込まれてい

ることが多い。ところが，写真は見事に一枚もなく文

章だけの本である。これは，多分，松久さんが意識的

にそうされたのだと思う。そのため，読者はかえって

文章そのものをゆっくり読めて，「随想録」という雰

囲気を十分味わえる。松久さんには多分その意図があ

り，それにうまく成功されていると思う。

松久さん自身は「私は気難しくて人付き合いがあま

りよくないほうなので……」と文中書かれているが，

物静かで落ち着いた人である。その静かな性格が，清

謐で美しい文章によく表れている。美術や音楽を愛

し，研究にいそしみ，学会や調査で世界を飛び回られ

ている。この本には，そういった人生の味わいが十分

に詰まっている。加波山東麓の八郷にログハウスを持

たれているようであるが，ここでの生活を書かれた話

も静かな奥深いもので，豊かな詩情があふれている。

「あとがき」は小学校時代の友達である大島勝彦さ

んが書かれている。読んだ感想として，「その状，あ

たかも，熟成の時を経たとびきり上等の赤ワインを味

わう時の，アローマと適度のタニンの芳醇に酔いしれ

る至福に似る（原文のまま）」とあるが，まったく同

感である。

なお，この本は，三恵社（〒４６２―００５６ 愛知県名古

屋市北区中丸町２―２４―１，Tel：０５２―９１５―５２１１）に連絡

すれば，郵便振込か代引きで購入できる（定価税込み

１，８９０円＋送料）が，松久さんに直接手紙か E-mail

（y.matsuhisa@aist.go.jp）で連絡すれば料金後払い

で送ってもらえるそうである（本の価格著者割引で

１，５００円＋送料３００円＝１，８００円）。また，amazon.com

でも購入でき，この場合は送料はかからないはずであ

る。

（大阪大学大学院理学研究科 松田准一）
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訃報：増澤敏行さんの早世を悼む

名古屋大学大学院環境学研究科

増澤敏行教授は，６月２２日午前１

時３０分ご逝去されました。ここに

謹んでお知らせいたします。６月

２１日は元気で勤務されておりまし

た。その深夜，体調不良を感じて

自ら救急車を呼び，病院に搬送された時には心肺停

止の状態でした。

増澤敏行さんは，１９４７年長野県岡谷に生まれ，高

校までそこで過ごされました。京都大学理学部を経

て，１９７２年名古屋大学大学院理学研究科に入学し，

水圏科学研究所の北野康研究室で研学されました。

博士課程に入った１９７４年に研究所の助手に就かれ，

日本海堆積物や海洋プランクトンの化学的研究に専

念されました。１９９２年英国ケンブリッジ大学に在外

研究員として派遣され，そこで一年余り研究生活を

送られました。１９９３年に帰国され，改組された大気

水圏科学研究所の助教授に昇任され，研究室を主宰

して教育と研究にあたられました。さらに，２００１年

新設された大学院環境学研究科の地球環境科学の教

授に就かれ，教育，研究，管理に多忙な毎日を送っ

ておりました。

増澤さんは，日本海堆積物の間隙水化学分析から

初期続成作用や物質フラックスを，堆積物の化学形

態分析から酸化還元環境変化を明らかにされ，この

分野のパイオニアの一人となりました。この研究の

延長上にある相模湾初島沖冷湧水のシロウリガイ群

集の化学生態研究は，メタンと硫酸還元の関係を論

じた興味ある論文です。また，海洋動植物プランク

トンの化学組成の精力的な分析をおこない，その化

学組成が海水組成より河川水組成に近い事を発見し

ました。これらの研究業績に対して，海洋化学学術

賞が授与されました。最近は，高感度元素分析法や

高精度同位体組成分析法を海洋に適用して，親生物

金属元素の動態研究に情熱を燃やしておりました。

増澤さんの研究は，慎重・入念がモットーでし

た。その慎重さは，“石橋を叩きすぎて壊してしま

う”と称した人がいるほどです。しかし，その慎重

さが，堅固で不動の研究成果に結びついたといえる

でしょう。最近は“伊勢湾・濃尾平野から地球環境

を考える”という，吊り橋を架けて渡るような危険

性のある研究にも挑戦されておりました。その成果

を注視しておりました折，突然ご逝去なされまし

た。しかし，彼の学問は教え子達が，また増澤さん

のご遺志は，長男水土君，長女麻耶さんに受け継が

れることと確信します。

増澤さんは，８年前に軽い心臓発作をおこされ，

その後，定期的に診察をうけられ，節制した飲食生

活を送っておりました。それにもかかわらず，大き

な発作で絶命され，まことに残念でなりません。増

澤さんのご冥福を心よりお祈り申し上げます。

（松本英二）
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皆様の情報・原稿をお待ちしています。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，

書評，研究機関の紹介など何でも結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos

/Vいずれでも結構です）での原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の

発行は２００５年１２月頃を予定しています。ニュース原稿は１０月中旬までにお送りいただくよう，お願いいたし

ます。また，ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者

米田成一

〒１６９―００７３ 東京都新宿区百人町３―２３―１

国立科学博物館理工学研究部

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４

E-mail:s-yoneda@kahaku.go.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください

高橋和也

〒３５１―０１９８ 埼玉県和光市広沢２―１

理化学研究所加速器基盤研究部

小林貴之（ホームページ）

〒１５６―８５５０ 東京都世田谷区桜上水３―２５―４０

日本大学文理学部
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